













































































































Observeddata 220Rn/222Ｒｎ 220Rn/222Ｒｎ 222Rn(Bq/L） 212Pb/214Pｂ
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学位論文審査結果の要旨
本学位論文について、各審査委員が参考論文も含めて個別に審査した後、全審査委員が集って論文提出
者との質疑も含む予備審査を行い、さらに平成１７年７月２６曰の口頭発表と質疑応答（最終試験に代える）
の結果を踏まえ、同曰開催された審査委員会において以下のとおり判定した。
本論文は、火山ガスの地下挙動の把握と火山ガス経路への降水起源地下水の浸入についての情報取得を目
指して行った研究に関するもので、火山ガス中の天然放射性核種220Rｎ（トリウム系列、半減期５５．６秒)、
222Rｎ（ウラン系列､半減期3.825曰)､1℃（宇宙線誘導放射性核種､半減期５７３０年）を定量する方法の開発、
及び開発した方法を実試料に適用した結果について述べている。すなわち、220Ｒｎと222Ｒｎについて、迅速
な火山ガス採取法を工夫するとともにポータブル液体シンチレーション計数装置を開発し、積分計数法・α
線スペクトル法．娘核種の放射性鉛定量法を駆使して、これまで困難であった短半減期核種220Ｒｎの定量及
び220Rn/222Rn放射能比の取得を可能にした｡また1℃については、現代炭素を混入させない試料採取ｂ化
学処理法と加速器質量分析法について検討して、これまで測定例が無かった火山ガスに含まれるl4cの測定
を可能にした。さらに、実試料について220Rn/222Rn放射能比に基づいて火山ガスの地下経路について解析
を進展させるとともに、’4ｃ測定による現代炭素混入率に基づいて火山ガス経路への地表水の浸入を定量的
に解明した。
このように、本論文の内容は、気体状放射性核種を用いる火山ガスの地球化学的研究の発展に大きく貢献
する成果を挙げており、博士（理学）の学位を与えるに十分値するものと判定した。
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